
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成 AI 技術の急速な発展により、様々な場面や領域で ChatGPT などのディープラーニングを活用し

た対話型生成 AIを業務で活用する動きが見られます。 

このセミナーは、生成ＡI とは何か、活用ツールの紹介、その仕組みや利用上の注意点を学び、プロンプト

エンジニアリングを通して、業務効率向上につながるプログラミング開発方法を学ぶことが出来ます。 

ハンズオン演習は、Azure OpenAI Service（GPT４）で Pythonコードの生成やデバッグ、リファクタ

リングを行います。 

前提知識 Python の基本的な文法を理解していること 

受講料 初回特別価格 11,000 円(税込)/名 

開催日程 2024 年 2 月 2 日(金) 

https://www.deos.co.jp/koza/detail/xa510 

利用登録の上 Web 申込又は、下記のメールアドレスへ申込書添付にて必要事項を記入の上、2024 年 1 月 19

日(金)までにお申し込みください。  研修ご利用ガイド：https://www.deos.co.jp/koza/guide 

●送信先 kensyu@deos.co.jp    ●件 名 「生成 AI プロンプトで開発業務効率化セミナー」 

株式会社北海道ソフトウェア技術開発機構 主催 

お問い合わせ   株式会社北海道ソフトウェア技術開発機構 事業部 電話：011(816)9700  https://www.deos.co.jp 

                       〒003-0801 札幌市白石区菊水 1 条 3 丁目 1 番 5 号メディア・ミックス札幌 

 

お申し込み 

生成AI・プロンプトエンジニアリングで、 

13：30～16：30 3 時間 

講 師 TITC 合同会社 代表社員 富田 良治 

資格：中小企業診断士、IT ストラテジスト、PMP 

到達目標 ・生成 AI の概要が理解できる 

・プロンプトエンジニアリングについて理解できる 

・プロンプトがどのようにプログラミング開発の効率向上

につながるのか理解できる 

（税込金額 11,000 円／消費税 10% 1,000 円） 

オンライン Zoom で開催 １．生成 AI 概要（1.0h） 

・生成 AI とは、生成 AI の概要 

・生成 AI の仕組み、トランスフォーマーの概要 

・生成 AI を活用できるツールやサービス 

・利用上の注意点 

２．プロンプトエンジニアリング基礎 （1.0h） 

・プロンプトとは、プロンプトのタイプと特性 

・プロンプト設計のポイント 

・プロンプトのテクニック 

・業務効率向上につながるプログラミング開発方法 

３．演習（1.0h）  

・コード生成（Python）、デバッグとリファクタリング（Python） 

研修内容 

プログラミング開発業務を効率化しよう!! 

演習環境：Azure OpenAI Service（GPT４）をご

用意いたします。ご自身でブラウザと Zoom が使用できる

PC とネットワーク環境をご用意ください。 

全国共同オンライン ハンズオンセミナー 

受講対象 生成 AI でプログラミング開発業務の効率化をしたい方 

定 員 20 名 

通常価格 22,000 円(税込)のところ 50％OFF の 

 
初回特別価格 受講料\11,000(税込) 

通常価格\22,000(税込)の 50％Off で提供 

（定員になり次第締め切り） 

https://www.deos.co.jp/koza/detail/xa510
https://www.deos.co.jp/koza/guide
mailto:kensyu@deos.co.jp


 

 

2024/2/2(金) 生成 AI プロンプトで開発業務効率化セミナー 

申込書  

令和    年    月    日 

DEOS 北海道ソフトウェア技術開発機構 行 

  E-mail: kensyu@deos.co.jp FAX:011-820-1166 
 

 

＊個人情報の取扱いについて  

個人情報は、当社の個人情報保護方針によって保護され、当社事業以外の目的で利用いたしません。 

当社が取得する個人情報の利用目的は次の通りです。 

 ①研修およびセミナーの申込受付及び運営を適切かつ円滑に行うため 

 ②受講票および受講案内発行、請求書発行等の研修業務に係る事務処理を適切かつ円滑に行うため 

 ③メーリングリストによる研修及びセミナー、各種サービスを案内するため 

 ④新商品・サービスの研究や開発を目的とする市場調査やデータ分析のため 

 ⑤お客さまからの問い合わせへの回答、資料発送のため 

貴社名  

ご住所 

請求送付先 

〒 

 

（フリガナ）

ご担当者 

 

 

部署・役職  

TEL  

E-mail  

受講者１  E-mail  

受講者２  E-mail  

備考欄  （連絡事項などありましたらご記入ください。） 

申込先 


